







その他のタイトル Application of concept of enterprise


























































































































からの校長・教頭等のために-~モデ、ノレカリキュラム 4 -25~ 4 -33頁)や、木i部氏による f共・倉IJ.





































































































































































『学校経営研究』第 33巻 2008 
必要に応じて類似の「事例j を提示する等のブアシリテーター的な役割を担う。














本教育経営学会紀要』第 45号、 2003年、 176頁。)なお、曽余田は向上書において、従来の学校経
営研究と臨床的アプローチの違いを以下のような留を用いて説明している。筆者は、「学校組織マネ
ジメントJは、講義の中身としてはこの両者について、説明していると考えるが、 f学校組織マネジ
メントJというひとつのパッケージと現場の関与の仕方そのものは、下図の左{従来の学校経営研
究}の枠内と考える。しかしこれは臭し悪しの問題ではない。すなわち、「学校組織マネジメントj
が{従来の学校経営研究}の枠内にあるとしても、それはより多数の学校というマーケットを対象
としていること、一方、{臨床的アプローチ}は、ひとつひとつの学校への関与の在り方から考えれ
ば、多くの学校数を対象化し得ない。関与の仕方を類型化として捉えることと、実際の対象(単数
~援数)との関与のなかで結果として立ち現れてくる関与の有り様というそれぞれの議論を混同す
ることは研究者と学校現場との関わりを議論するうえで注意しなくてはならないことと考える。
{従来の学校経営研究}
研究コミュニティ
図1 従来の学校鑓営研究と臨床的アプローチの溜い
曽余田浩史「学校経営研究における『臨床的アプローチ』についてJW日本教育経営学会紀要』第
45号、 2003年、 178頁。
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